
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＲＩＮＴ逆極点とＣＴＲ逆極点（Ｖｅｒ１．１５）を比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０２０年０９月１４日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＣＴＲ逆極点は内部で０．０２ｄｅｇステップに規格化していたが、０．０１ｄｅｇで測定した 

    データでは良い結果が得られないで、０．０２ｄｅｇ以下のデータはそのままのステップで計算する 

 更に、ＲＩＮＴと比較する為、逆極点の比率計算前のデータも出力出来る様に変更を行って 

 ＲＩＮＴ付属データで比較を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平滑化なし、バックグランド除去なし 

積分強度 

  

     平滑化なし 

 

 バックグランド削除なし 

 

ＲＩＮＴ   0.39         6.06         1.33        0.43         1.33    1.01 

 一致する－＞積分方法は同一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ピーク強度 

  

 

 

 

 

RINT       0.39         5.97         1.25         0.26         0.98        0.80 

 

  若干異なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ピーク強度計算を｛１１０｝で比較 

   

 

 

 RINTは計算方法不明 

 

     CTRはMax強度周辺（５点）データによる放物線近似 

      

 

 ＲＩＮＴとＣＴＲ（放物線近似）では RINTが低めで最大強度計算方法が異なる。 

 

 

 

 

 

 



平滑化 

積分 

 

     単純移動平均５点 

 

 バックグランド削除しないで積分強度計算 

 

RINT    0.39     6.06         1.33         0.43        1.33         1.01  

 

  一致するので、単純移動平均処理は同一である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平滑化２ 

 

     加重移動平均 

 

 

RINT     0.39        6.07         1.33        0.43         1.33         1.01 

 

  一致するので、加重移動平均処理は同一である。 

 

 

平均化、バックグランド削除方法は同じであり、積分強度は一致するが 

ピーク強度計算方法は異なるため、ピーク強度の逆極点は若干異なった結果になります。 

確認のため、一括処理結果で比較する 

 

 

 

 

 



平滑化（単純移動平均５点）＋バックグランド削除（５点）を比較する 

積分 

 

 

  

 

 

 

RINT    0.38        6.42         1.33         0.27        1.29         0.83 

 

 

 

 

 

 



ピーク強度 

  

 

 

RINT       0.38         6.10         1.27        0.23         0.98         0.75 

 

なぜか、一致している 

 


